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1.地 球 温 暖 化 の 要 因 と現 状1)

 1997年 京都議定書が環境問題特に地球温暖化

による社会環境特に生物 に与 える影響 と人間に

あた える地球 用 の問題 と して,温 室 効果 ガス

〔greenhouse gas effects〕の産生抑制のための方

策 を策定 し,日 本国会はこれを承認 したが,世

界最大の産生国たる米国は,中 国あ るいは発展

途上国の対応 を不満 として承認 していない.本

年 ヨハ ネスブル グでInternational Panel on Cli

mate Change(IPPC)が 開催 される.

 温室効果ガスの産生 は化石燃料である石油,

石炭,天 然ガスの燃焼 によ り生 じ,炭 酸 ガス,

メタン,NO2が 中心 でそれ にフロンガスな ども

入 る.こ れ らが地球表面の大気に拡散 され大気

中の微粒 子 と共に,太 陽か らの地球用 の熱放散

を抑止 して,温 室効果 による地球温暖化が生 じ

ている.20世 紀中 の地球温暖化 は0.6度Cの 上昇

であるが,北 極 圏の上 昇度 はよ り高 く,氷 河の

融解 に よる海面上 昇が心配 されているが,現 在

この点 での心配 な事象 は報告 されていない.さ

らに21世 紀末にはこの ままゆけば2～3度Cの上

昇が予測 されている.

 現在地球温暖化 と関係 して問題 とな るもの に

エルニーニ ョ現象 の問題がある.太 平洋の赤道

近 くの海流が表面温度が2～3度 上昇 し,東 か ら

西に流 れ,こ れ と逆 に高湿度の風が吹 くとい う

現象 で,か つては5年 に1度 だった ものが近年

この頻 度が多 くな り,降 雨が変化 し,一 部に洪

水 を一部 に旱〓 の被害が生 じている.旱〓 は近

年黄河の水が2～3カ 月海に達 し,ないことやアマ

ゾン地域での降雨量 の低下で注 目されている.

地球放射熱の抑制は火山 の爆発 〔ピナツ ボ火 山

の噴火〕や森林火災 による煙 の発生(イ ン ドネ

シアのスマ トラ島の大森林火災)も これに加 わ

る.こ の煙害 は呼吸器疾患 を誘発 した.

 化石燃料の消費は科学や産業 の発達 と共に人

口の急速 な増加,都 市化,都 市へ の人の流れが

加速 されて増加 し,さ らに戦争 や飢餓 による難

民の増加 は,人 口増加 と気候変動 によ りもた ら

された ものである.人 口の増加 は地域 での地下

水 の減少 とも密接 に関係 している.南 北経済の

落差 も大 きな問題である.以 上の ように,地 球

温暖化 は世界的な困難な諸問題 〔人口 増加 など〕

とも密接 に関連し ている もので単純 ではない事

を十分理解す る必要がある.
まつもと けいそう:長 崎大学名誉教授,伴 帥会愛野

記念病院名誉院長
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2.地 球 温 暖 化 に よ る疾 病 の 変 化

 実際 に特 に議論 されているのは節足動物媒介

性感染症2)〔マ ラリア,フ ィラ リア,デ ング熱,

黄熱,ウ イルス性脳炎,ラ イシュマニア〕や水

汚染感染症 〔下痢,コ レラなど〕があ り,他 に

気候 の変化 による病 原体保有動物 の増加 に基ず

く感染症 〔ライム病,ハ ンタウイルス感染症〕が

ある.地 球温暖 化 のみがマ ラリア原虫保有蚊の

増加要 因で はな く,降 水量の増加 に よる幼虫の

要 因 も大切 なので先項 の関係事象 も考慮す る必

要が ある.そ れな らば 日本でマ ラリアが温暖化

に関係 して再出現する可能性があるであろうか?

将来 的には否定で きないが,現 在その兆 しはな

い.し か し日本での降雨量 は充分なのでハマ ダ

ラ蚊 の増殖 には困難性 はない.

 さて日 本ではマ ラリア,フ ィラリア,日 本脳

炎 は存在 した し,マ ラリアは昭和24年 に滋賀県

を最後 に消滅し,今 日年 間約100名 の輸入症例

のみであ る.フ ィラリアは昭和37年 ヂェチ ルカ

ルバマ ジンの投与 と蚊 の駆除の両方に より九州

よ り完全 に消滅 した.そ の後の発生 はな く,筆

者は昭和50年 代多数の合併症のフィラリア性乳

糜症 を診たのみに止 まった。 日本脳 炎は現在で

も九州 に年間約10例 の発症 を見るのみである.

 筆者は コガタアカイエ カ刺咬 による 日本脳炎

については,長 崎県 で も毎年新 し く生 まれた豚

は100%感 染陽性 になるので,媒 介蚊 の駆 除 と

養豚場の適切 な地域建設 とワクチ ン接種,ヒ ト

への 日本脳 炎 ワクチ ン接種が重要である と考 え

てい る.筆 者の経験 した長崎県の 日本脳炎患者

はすべて本 ワクチ ン非摂取者であった3).

 以上 日本 における感染症で地球温 暖化 によ り

心配 される蚊媒介性3感 染症 についての現状 を

述べ た.

 筆者は この地球温暖化 について感染症 の変化

は,日 本の ような国にお いて考 える場合,予 防

の完 全な更なる見直 し(蚊 発生因の除去,蚊 駆

除剤の適正使用 な ど),特 にワクチ ンの重要 性の

再認識について強調 してお きたい.後 述す るWest

Nile脳 炎の予防に抗原の共通 性も考慮 して 日本脳

炎 ワクチ ンの有用性 も考慮 され るべ きなので あ

る.従 って国の経済,教 育,医 学,公 衆衛 生学

などのレ ベルが しっか りして機能 していれ ば,

それ ほど心配す る必要が ない と現状 では考 えて

いる.マ ラリアの地球温暖化 の影響 について,

次の事実だけは付記 してお く.

 筆者 はマ ラ リア媒介蚊 の生 存 限度 は1,200m

以下である と知 ってお り,エ チオ ピアの王宮別

荘が首都 ア ジスアベバ(2,400m)よ り下 って約

1,200mの 所 にあ ることを実体験 して感銘 を受け

た事がある.し か し今 日1・2)では16℃ 以下の所 に

は媒介蚊は生存 で きない事が記載 されてお り,

熱帯地や亜熱帯地 で も地球温暖化 に伴 って媒介

蚊 の生存 で きる高度 が高 まる事 も示 され てい

る2).

 しか し一方 コレ ラにつ いて は一抹 の不安が残

る.極 めて最近2002年8月 コ レラ感染症の発生

が 日本で報 じられた.Colwell4)は1996年 コ レラ

(01と0139菌 共 に)が 世界 的な気候変化 と密接

に絡 む感染症であ ると述べ ている.本 論文 は実

に内容 に富 む ものである.そ の理 由は元来 はベ

ンガル湾 に存在 していた本症 が何故世界 的に拡

大 していったのか をコレラ菌の増殖 しやす いキ

チ ン質を もつ動物 プランク トンと気候 の関係 で

述べ,ペ ルーの南米への波及の原因(港 での船

の本菌汚染 水の排 除),エルニ 一ニ ョの関係な ど

を詳細 に論 じた ものであ る.簡 単 に紹介す ると,

1991年 にペ ルーに発生 した コレラは急速 に南米

西海岸に広 が り,そ の周辺3万 人が発症 し,ll4

名が死亡 した.そ の後内部に入 り,1991年 中 に

アルゼ ンチ ンとパ ラグァイを除 き,南 米全体 に

波及 した.エ ルニーニ ョでは海表面温 度は正常

よ り約1℃ 高 くなっていて,1990～1995年 にエ

ルニ 一ニ ョ発生 は3年 程続 き,Bangladishで 観察

された ようにこの地帯で も高温 に よって コレラ

菌の増殖 に役立つ植物 プ ランク トンと共に動物
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プラ ンク トンの増殖が認め られたのであろうと

している.コ レラはそれ以後アフ リカで は難民

な どに流行 を惹起 した.こ れ らの実態 はコ レラ

が地球温暖化やエ ルニーニ ョの影響 を受 けた事

は重要 である とし て も,そ の感染 の増 強因子 と

して,貧 困,教 育程度 の低 さ,公 衆衛生学 的な

インフラス トラ クチャーの不足が共にある と考

えたほ うが理解 しやす い.

 コレラについて筆者 は地球温暖化や海水温度

の上 昇によってその増殖が著 しくなった場場 に,

四方 を海 に囲 まれた 日本ではや は り注意する必

要が あるこ とを指摘 したい.コ レラ菌がア ジ

アか ら海流 に沿 って南米 に到達 したのではないか,

上記 のような沿岸海水 に よる広範急速 な伝播 は

参 考になるであ ろう.

 地球温暖化 と感染症の再燃 を考 える場場,筆

者 は,先 述 の蚊媒介性 感染症 の防圧 に成功 した

日本のこれまで の経過 を考えた上 で,再 考すべ

きである と考 えてい る。決 して 日本 の気候環境

が変化 してこれ らの疾患が消滅 したのではな く,

国民が努力 した結果 なのである.

 筆者が1996年 に第14回 国際熱帯医学会 を主

宰 した とき,他 の諸国の学者 か ら日本が種 々の

感染症 の防圧 に成功 した理由 を知 りたいとの希

望が寄せ られ,そ れ に対 し特 別講演 やシンポ ジ

ウム を開催 して参加者 よ り感銘 を受 けたこ とを

想起する.

3.気 候 変 化 と生 ず る他 の疾 患 の発 生

 フ ロンガスが オゾン層 を破壊 した ことによる

紫外線 の地球へ の過剰 放射に基ず く皮膚がん等

の発生や免疫力 の低下 も重大である.こ の条件

は世 界全体 にあてはまるので,今 後 医学的 な監

視体制 の強化が強 く望 まれ る.

4.今 日東 南 ア ジ ア や カ リ ブ海 及 び 南 米 に

大 流 行 して い る デ ン グ熱 と東 南 ア ジア

流 行 の レプ トス ピ ラ症 に つ い て

 デ ング熱は今 日重症化 してお り,デ ング出血

熱1前として注 目されているが,元 来アジアに存在

していた ものが,今 日中央アメ リカや南米に流

行 している.そ の理 由は媒 介蚊であるネ ッタイ

シマ カがその地にお そ らく船で持 ち込 まれたも

の とされている.

 レプ トスピラ症5)を筆者は昭和30年 代 に東北

大学第1内 科でWeil病 として,米 穀地帯での患

者 を数例 診療 した.こ の疾患 の病 原体 は1916

年九大 の稲 田竜吉教授が発見 しその感染経路 も

同門の伊東 らが発見 した輝か しい歴史 をもつ.

本症は今 日東南ア ジアで大流行 してい る.こ の

理 由が温 暖化 による ものか は不分 明であ るが,

病原体保有鼠の増加 要因が,降 雨,乾 燥お よび

鼠 を食する動物の減少などの複雑 な機構の現 れ

で あることは間違いのない事実である.

 今 日温室効果 ガスの発生要因に森林伐採1)が挙

げられているが,こ の点 とヒ トの疾患 との関係

について考察す る.現 在 ボルネオやアマ ゾンの

森林伐採 が進 んでいるのは現金収入の増加,農

園の拡大,人 口増加が要因である.そ の結果森

林 で得 られる光合 成に よる炭酸 ガス吸収効果は

少 な くな り,さ らにその後 の焼畑農業は温室効

果 を増幅する.ま た蚊や ラッ トを食べ る動物の

減少のため病原体保有動物 が増加す る.今 日for-

rest edge effectsが 注 目されている.こ の現象 は

温暖 化の隣接現象 なのであるが,た とえ黄熱 で

もエ ボラ出血熱 で も.従 来は森林 のなかで蚊や

他 の動物の感染 サイクルで病原体が存続 してい

たのに,ヒ トが森林伐採 によって侵入 し,そ の

サイクルか ら逸脱 してひ とに感染 することをさ

す.新 型ツ ツガム シ病6)が林 を切 ってで きた団地

に多発 した例 を筆者は経験 し実感 した.昔 黄熱

は蚊 と猿 の間で循環 してお り,感 染 した猿 は元
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来発病 しなかった とされている.人 口の増大 も

行動の変化の新疾患の発生 を考えさせ る.

5素 日本 脳 炎,West Nile脳 炎, Nipah脳 炎

よ り学 ぶ

 日本脳 炎3)の近年 の流行地 は タイや イ ン ドで

オース トラリア北部 にまでいたっている.West

Nile脳 炎7)は名のごと くアフリカのナイル川西岸

に発 し,中 近東に及 び,1999年 か らニュー ヨー

クの鳥 などに先 に急速広範 に感染 し,死 に至 ら

せ,つ いで ヒ トに脳炎 を発症 した.そ の地域 的

連鎖 は渡 り鳥説や,航 空機運搬説 もあるが,明

白ではない.し か も結局 は米国にいついてしまっ

た.

 Nipahウ イルス8)は,1994年 にオース トラリア

で発生 したHendraウ イルス に類似 したパ ラミキ

ソウイルスであるが,1998年 マ レーシアのニ ッ

パ村 とその近辺 の豚 に呼吸器感染症 を惹起 し,

その後脳症 も惹起 したが,同 時に豚 の屠殺場 で

働 いてい る人々に呼吸器感染症 と共に重症脳 炎

が発生 し,111人 が死亡 した.H5NI香 港 インフ

ルエ ンザの流行 の抑制 として実施 された鶏の屠

殺 同様に豚 を屠殺 してその流行を止 めた.こ こ

で 問題 となったの はHendraウ イルス とNiparウ

イルスは共にその保有動物がfruit bat(オ 才コウ

モ リ)で ある事 で,前 者では ウイルス分離 と血

清学的調査で判 明 したが,後 者では感染 を血清

学的 に証明 した ものの,ウ イルス分離や ウイル

ス抗原 を証明 してはいない9).

 上 記の事実 につ き地球温暖 化 に関係あ りと し

たのはWest Nile脳 炎10)のみであるが,日 本脳炎

やNiparウ イルス脳炎 も含めて教え られるのは,

zoonosisの 重要性 であ り,かつその流行には国と

い う枠 はない とい う厳然た る事実 である。

6.韓 国 に お け る マ ラ リア 流 行 を ど う考 え

る か?

 以前 朝鮮 でマラ リアの流行地 として知 られた

の は白頭山近郊 であ り,日 本 よ り遅れて消滅 し

たが,最 近 の報告 による と,今日38度 線で北部

よ り飛来 した蚊 によ りマ ラリアがその近郊で約

3,000名 の三 日熱マラリアの発症があるとの由で

あ り11),又 最近モスクワで もマ ラリアの発生が報

告(Medline)さ れている.韓 国38度 線のマ ラ

リアの発症 の理 由が今 日の地球温暖化 と関係す

るか否かの記載 はない.

7素 今 後 の対 策 の あ り方 に つ い て

 日本 を始め先進諸 国は地球温暖化の抑制 を速

やか に実行すべ きで,発 展途上国や中国 にも努

力 を要請すべ きである と共 に技術 援助 をすべ き

であろう.

 IPCCの 決議 を実行す ると共に最 も重要なのは,

感染症 についての国際的な監視 ネッ トワー クの

確立であ る.今 日,国 立感染症研究所情報セ ン

ターはその実際 を担 当 し活動 している.国 連,

WHOも 勿論責務 をもっている。私 ども内科医 は

感染症 に深い理解 を持ち北米 に発生 し南米 にま

で拡大 したHantavirus pulmonary syndrome12)

の こんごに も充分配慮すべ きであろ う.日 本 に

まだ存在 してい ないのは単 に ウイルス保有 マウ

スがいないだけであ り,こ のマ ウスが誤 って導

入 されれば本症の拡大が懸念 される.こ こに航

空機や船 の検疫の重要性 がある.こ の感染症 の

流行 はや は り気候変動 と保 有動物 の増殖 お よび

ヒ トとの接触 によ り依存 しているこ とが知 られ

ている.

 極 めて最近C.Tickell 13)は地球温暖化の抑制 の

課題 につ いての国際的協調 とその再認識,政 治

家 の奮起 を要請 した.
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